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金賞 「ねこ」 

城 幹人 

銅賞  「あめちゃん」 
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「
他
人
に
迷
惑
」
と
は
？ 

 
 

先
日
、
新
聞
の
書
評
欄
を
見
て
い
る
と
、
若
い
人
の
行
動

基
準
と
し
て
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
こ
と
が
最
も
多

い
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
高
齢
の
方
の
意
識
と
し
て
も
同
じ

く
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
こ
と
は
昔
か
ら
、
親
御
さ

ん
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
基
本
、
同
じ
で
あ
る
の
に
、

ど
う
し
て
世
代
で
考
え
方
、
感
じ
方
が
こ
ん
な
に
違
う
の
だ

ろ
う
と
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
。
記
事
で
は
、
昔

は
そ
の
前
に
一
人
前
の
大
人
に
な
っ
た
ら
「
自
分
で
責
任
を

取
れ
る
こ
と
は
、何
を
や
っ
て
も
い
い
が
」と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
そ
の
後
に
、
し
か
し
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と

続
い
た
も
の
で
、
今
は
、
前
文
が
な
く
、
後
の
文
言
だ
け
が

一
人
歩
き
を
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、

今
で
い
う
「
自
己
責
任
」
と
い
う
言
葉
の
背
景
に
あ
る
か
ら
、

人
の
行
動
に
つ
い
て
厳
し
い
「
否
定
」「
批
判
」
が
表
面
だ
っ

て
来
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

以
前
に
中
東
で
取
材
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
「
自
己
責

任
」
を
問
う
、
厳
し
い
世
論
が
沸
騰
し
た
こ
と
が
あ
る
。
正

義
の
念
を
も
っ
て
行
動
し
て
も
「
他
人
に
迷
惑
」
が
か
か
る

こ
と
は
す
る
べ
き
で
な
く
、
自
分
で
責
任
を
取
る
べ
き
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
後
に
、
世
界
の
世
論
と
の
食
い
違
い
が
明

ら
か
に
な
る
中
で
、
自
己
責
任
の
議
論
は
は
ぐ
ら
か
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ア
フ
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
中
村
哲
氏
の
報
道
は
、
衝
撃
的

で
あ
っ
た
。
正
に
、
自
己
責
任
を
全
う
し
た
？
の
で
あ
ろ
う

か
。
現
地
の
人
た
ち
が
守
り
切
れ
な
か
っ
た
想
い
を
語
る
報

道
を
聞
く
中
で
、
そ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
を
作
り
出
し
て

い
る
の
は
、
正
し
く
世
界
の
体
制
で
あ
り
、
そ
れ
を
何
と
か

し
た
い
と
願
っ
て
の
中
村
医
師
の
行
動
で
あ
る
こ
と
は
、
周

知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
行
動
は
、他
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
非
難
さ
れ
そ
う
な
行
動
は
や
ら
な
い
。
他
者
の
行

動
も
そ
の
よ
う
な
眼
で
見
て
し
ま
う
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
狭
さ
が
際
立
つ
時
代
と
な
っ
た
。
当
事
者
へ
の
眼
も
、き
っ

と
厳
し
い
と
想
像
さ
れ
る
時
代
、
支
援
は
メ
ン
バ
ー
に
届
く

だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
や
ま
だ
の
か
か
し
） 

銀賞  「おやゆびひめ」 

Ｒ.Ｏ 

2020 年 12 月 22 日（火）～2021 年 1 月 4 日（月）、

ＪＲ高槻駅前「えきちかギャラリー」にて、展示を行いました。

銀賞  「桜 並木」

田寺 淳 

文字は、 

小林隆浩 



 

  

 

 

～ 皆さんに喜んでもらえるお菓子、パン、給食を目指して ～ 

 

2015 年から構想を重ねてきた、花の会の新し

い生活介護事業所「はなみずき」が 2021 年１月、

無事に開所を迎えることができました。これも一

重に皆様のお力添え、ご協力があってのことです。

ありがとうございました。 

「はなみずき」ではこれまでのパン製造、菓子

製造に加えて、新たに生産活動として給食に取り

組むことになりました。メンバーに力を借りて、

美味しいお菓子、パン、給食を作っていきたいと

思います。 

事業所名の「はなみずき」についてですが、当

初は「第５共働舎花の会」という名称で進めてき

ましたが、話をしていく中で「施設っぽくていや

やな。」「５番目ってなんかね。」といった意見があ

り、「メンバーやワーカーに決めてもらおう！！」

ということになりました。そして、いろいろな意

見が出た中から、「はなみずき」という名前に決ま

りました。ただ、決まった時期が遅く、正式名称

は「はなみずき」と伝えても、「えっ？第５共働舎

じゃないの？」「第５共働舎はどこいったの？」と

誤解をされている方が多いので、この機会にぜひ

覚えていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それ以外にも、建物の壁の色や中の壁紙、扉の

色などもメンバーと相談しながら決めていきまし

た。口頭だけだとわかりづらいので、視覚で分か

るように写真サンプルを準備したのですが、はじ

めは選択肢を多く用意しすぎて、意見がバラバラ

になってしまい、集約するのに苦労しました。（汗）

そういったことを繰り返しながら私自身も聞き方

を工夫するようになり、メンバーが自分達で選ん

だ色を取り入れることができました。建物ができ

上がってくるにつれ、「壁の色はピンク」と嬉しそ

うに周りの人たちに報告しているメンバーの様子

を見て、私自身も嬉しくなりました。 

まだ、スタートして間もないですが、地域の人

達から声をかけてもらえるような「はなみずき」

を目指して、メンバー、ワーカー共に頑張ってい

きたいと思いますので、応援をよろしくお願いい

たします。     （はなみずき 菊地 宏周） 
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日中活動支援の報告 生活介護 

「 は な み ず き 」

 

メンバー・職員で 

「はなみずき」のことで打ち合わせする様子 

 

バス通りから見た「はなみずき」、 

メンバーと選んだ、ピンクの壁が特長です。 

は な み ず き 

住所：  

 

電話：072-669-8532 

：072-669-8533 

定員：30名 



 

 

○ 予期しなかった、コロナ禍 

今のコロナ感染拡大の状況を誰が想像できたでしょ

うか？花の会の最大イベントの「花の会バザー」

や「一泊研修旅行」など全ての行事等が中止にな

り、地域との関わりも最低限になっています。メ

ンバーやワーカーのモチベーションをどのように

上げて、どういう風に活動したらいいか、もどか

しい思いが続いています。 

 

○ マスク着用、手指消毒も少しずつ定着 

この間メンバーも、感染防止のために手洗い・

うがい・マスクの着用が必要になりました。最初

は戸惑っていたメンバーも、今では自ら手指の消

毒を行い、店舗では消毒スプレーを持って「消毒

してください」とお客さんに声をかけるようにな

りました。 

今でも時々、おでこにマスクをしているメンバー

がいます。彼女は、マスクを外してはどこかに置

いてしまい、どこに置いたかわからなくなってい

ました。しかし、彼女なりにマスクが紛失してし

まうのを防ごうと考えたのでしょう、マスクをお

でこに一時避難しています。そうすることでマス

クの紛失は少なくなりました。 

「メンバーは、この降って湧いたような事態を

理解するのは難しいのでないか？」と決めつけて

いたのは、私たち支援者の方でした。メンバーに

丁寧に説明し、日々の活動の中で実践することで、

メンバーそれぞれが状況を理解し、その人なりに

「新しい生活様式」を身に付けていきました。 

 

○ 手作りマスクもたくさんいただきました 

それだけでなく、世間で手作りマスクが出始め

た時に、手先が器用なメンバーが一針ずつマスク

を縫い、でき上がるとみんなに配ってくれました。

ご家族の方からも手作りのマスクを頂き、マスク

不足に困ることはありませんでした。地域の方も、

手作りマスクを提供してくださり、店舗で販売す

ることができました。 

○ 「花の会秋祭り」、みんなの笑顔であふれました  

日中活動では、なんとか行事ができないかと「花

の会秋まつり」を提案したワーカーがいました。そ

の提案にメンバーやワーカーが協力して開催でき、

みんなの楽しそうな笑顔が見られました。一人の声

に周りが賛同し、一つずつ積み上げました。手作り

感いっぱい、みんなの笑顔いっぱい、花の会らしい

ほのぼのとした秋まつりでした。 

 

 

○ これからも、“つながり”を大切に 

活動を継続していきます 

「“つながり”が切れてしまうのではないか？」

という心配をしていましたが、多くの方が「花の

会」に力を貸してくださったこと、そして、メン

バー、家族、職員等花の会全体で力を合わせて、

活動を継続できていることに改めて感謝いたしま

す。普通の日常生活が送れるように、引き続き、

今できることをみんなで考えていきたいと思いま

す。   （第４共働舎花の会 前田 恵津子）

ひ ら が な カ ー ド を 並 べ 替 え て 

完成させた「 は な み ず き 」 

今 、
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き 

 

訃 報 

2020年 12月 28日（月）に、第４共働 

舎花の会チューリップの開所直後から長年ボラ

ンティアで一緒に活動していただいた、浅野 

しずきさん(享年 80歳)が急逝されました。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。 



 

 

 

 

意見交換を通じ、いろいろな見方があることを実感しました。 

2020年 11月 18日（水）、今年度３回目の人

権・権利擁護 虐待防止研修（講師：（一財）フィー

ルド・サポート em.代表理事：栗原氏）があり、児

童部門だけではなく、レスパイト（短期入所、日中

一時支援）の職員も一緒に受講しました。 

今回の研修では、３事業所から事例を２つ挙げ、

事例検討を行いました。担当職員からの報告後に質

疑応答。意見交換では児童のこと、その背景にある

ことをより理解しようと、積極的に質問、対応策、

具体的な手段、違った角度からのアプローチ方法な

どの意見も出ました。同じ児童関係でも、他事業所

の職員が集まることで、いつも接する職員とは違っ

た視点からの質問や意見交換ができ、とても参考に

なりました。 

何故、困難な事例をあげ「支援検討」することが、

「虐待防止研修」になるのか疑問を感じることもあ

りましたが、「困難・課題→本人の困りごと」と変換

し、利用児童の人権を守り、成長のサポートができ

る安心で安全な環境（主に人的環境）を作ることが、

結果児童の特性の理

解につながること。虐

待の芽を摘むため、職

員一人で抱え込まず、

悩むことがあれば発

信し、支援者間で共

有することによって、

視点・見方が変わり

対応策などが見えてくることを再確認しました。 

本人の困りごとへのアプローチは、本人中心の支

援、しいては意思決定支援に大きく関わってくるこ

とです。今年度取り組んでいる外部講師の方を招い

ての研修も、残すところあと２回となりました。次

回は「（以前）事例検討したその後」について学び、

考えることになっています。１つひとつの困りごと

を長い視点で、そして本人の意思を尊重していける

よういろいろな角度からのアプローチ方法を皆で考

えることを楽しみにしています。 

（あじさいクラブ 山下 由香） 

 

 

 

 

 

 

今後も、『影響しあえる関係』で向き合っていきます。 

 

この事業（児童発達支

援・放課後等デイサービス） 

が始まり８年が過ぎよう

としています。 

３、４歳で利用された方

が 11、12歳になられる

年齢に達します。この８年

で何か変わったことがあったでしょうか。 

子どもたちの成長は、やはり目を見張るものがあ

ります。子ども・職員の関係が、支援される側・支

援する側でなくお互いに影響しあい、伝えたいこと、

伝えようとしていることをしっかりキャッチしてぐ

んぐん成長されています。この「お互いに影響しあ

える関係」は、子ども・職員間だけでなく、子ども

たち同士でもしっかり引き継がれているように思い

ます。 

さあ、職員はどうでしょう。私たちの仕事は「サー

ビスの提供」ではなく、心を込めてお互いに影響し

あう仕事だと再認識できた８年でした。子どもたち

に気付かされた部分・・優しさ・素直さ・思いやり

等、心の問題ですが、しっかり心に留めて日々、一

人ひとりに向き合い続けていきたいと改めて感じま

した。     （あじさいクラブ 中川 朱美）
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児童支援の報告 



フラワーホーム開所 23年目 

メンバーとの関わりに喜びを感じながら、いっしょに働きませんか？ 

Ｖ 

 

           

 

 

 

 

昨年は、フラワーホームの運営にご理解、ご協力

いただきまして、ありがとうございました。 

恐らくいくつかの新年のあいさつの紙面で、コロ

ナについて書かれているのではないかと思うので

フラワーホームでは別の話題を提供しようと思います。 

 

○ ４月に新ホームがスタート、 

職員定着の課題にも取り組んでいきます 

2021年は４月に、建設中の新ホームを開所させ

ます。完全新ホームということで、５名募集してい

ます。世話人も募集していますが、なかなか応募が

来ず、派遣会社を頼りにせざるを得ません。現在フ

ラワーホームでは、派遣会社から来てくれる世話人

の比率が多くなっています。年々、派遣会社の職員

が増えており、現時点でフラワーホームの全職員数

の内、40％が派遣会社の職員になっています。特に

女性の世話人は 50％となっています。 

派遣会社を利用し始めたのは2015年度からにな

ります。中には初日だけ出勤されましたが２日目か

らは音信不通になった方、採用はしたけれど辞退さ

れた方等々、これまで求人誌やハローワークで求人

した人も含めて面接、採用を行ったのはこの５年程

度で 112 名になります。現在のフラワーホームの

職員数よりも多いのに驚きです。 

当然のことながら、採用した全員が定着しておら

ず、2015年に採用され、現在も継続して勤務して

いただいている方は 42名になります。この比率は

37％になります。因みに、現在の職員数が 70名な

ので 60%が経験年数５年未満となっています。世

話人同士でも、定着させるにはどうすればいいのか、

人材育成、ＯＪＴ（法人では、「ジョブメンター」制

度といいます）を丁寧に行おうという意見が出てい

ますが、ＯＪＴを行う職員の育成やカリキュラムに

沿った一定の研修を行うなど、職員定着に向けての

改善をしていく必要があります。 

○ 虐待防止など、支援の改善にも取り組みます 

2020年度は２件の虐待事案がフラワーホームで

発生しました。ご存知の方もいらっしゃると思いま

すが、１件は閉じ込めを含めた身体的虐待、精神的

虐待、ネグレクト。もう１件が経済的虐待になりま

す。メンバーに対して悪意があったのではなく、最

初から虐待を行うような職員ではなかったはずです。

メンバーとの関わりに楽しさや喜びを感じていたは

ずだと思います。現在もメンバーに必要な支援が提

供できるように改善に向けて取り組んでいますが、

こういった職員に対して、面談やフォローができて

いなかったのも虐待につながった一因だと思うよう

になりました。経験や慣れからくる「知っていて当

たり前」は安易すぎますし、１を知って 10を知る

職員は稀です。知っているかもしれないけれど、カ

リキュラムや人材育成マニュアルに沿って行ってい

くことが大切だと思います。 

フラワーホームが開所されて23年目になります

が、これからも地固めをしていきます。まだまだ、

足らない部分が多く、失敗も多いですが、こんなフ

ラワーホームに興味を持たれた方、協力してみよう

と思われる方がいましたら是非、共に働きませんか？ 

「こんな」フラワーホームですが、2021年も職

員同士協力してより良い地域生活を提供できるよう

に努力していきますので、本年もどうぞよろしくお

願いいたします。 （フラワーホーム 德野 裕季） 
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地域生活支援の報告 グループホーム 

 

訃 報 

2020年 11月２日（月）に、２年に渡り 

の上原 久美子さん(享年 50歳)が逝去され

ました。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。 
























